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Abstract      Exercise and sports have a good influence on a body, mind, life, health and the 
physical fitness. However, the policy of habituation and continuation of the exercise and sports is 
insufficient.  This research was that the people clarified the motive and the circumstance which 
leads the exercise and sports to habituation and continuation. The investigation adopted a 
questionnaire method.  The object of investigation was male and female in 18 - 69 years old. The 
number of investigation was 423.  The valid answering ratio was 85.6 %.  Division of age for the 
data analysis was young man of 18-29 years old (184 male and 93 female subjects) and middle-elderly 
of 30-69 years old (35 male and 59 female subjects).  The investigation went to from January to 
February in 2011.  Contents of the investigation were "on the effect to the physical and the mental 
and the life which looks forward to the exercise and sports. " and " the causa which is necessary for 
the exercise to continue. " with " the causa and the factor to do an exercise habitually. ".   The result 
of analysis ; In that it was mental to win a physical fitness and health in the body and degradation of 
the psychical stress was of primary concern.  Also, it expected the improvement of the 
communication ability in life.  The causa which the continuation of the exercise and the habit need 
was " it is possible to do maintenance and improvement of the health " ," the partner can do. ", " the 
delightful program and movement facilities are complete well. " with " there is leeway in the time and 
the economy. ".  As a result of the above, important conditions of habituation and continuation about 
exercise and sports was suggested to be “ the improvement of exercise and sports environment.” and 





















































































































調査は 18 歳から 69 歳までの男女を対象としてアンケ
ート方式により意見を収集した。調査期は 2011 年 1～2
月であった。対象者はデータ分析のために年齢区分を定
めて男女別でグループ構成した。グループ構成の年齢区
分は男女とも 18 歳から 29 歳までを青年、30 歳以降を中





表 1. アンケート調査の回収状況および年齢 
  用紙回収枚数(枚) 有効回答枚数(枚) 有効回答率(%) 平均年齢±SD(歳) 
青 年 
男性 212 184 86.8 19.7±11.5 
女性 112 193 83.0 19.1±11.6 
中高年 
男性 140 135 87.5 52.5±18.7 






表 2. 各カテゴリーにおける運動実施状況別の人数(比率) 
  
  
青 年 中 高 年   





実 施 110 (59.8) 34 (36.6) 10 (28.6) 26 (52.0) 180 (49.7) 
非 実 施  74 (40.2) 59 (63.4) 25 (71.4) 24 (48.0) 182 (50.3) 
  人 ( % ) 
 
表 3. 運動頻度別の実施者数(比率) 
運 動 頻 度  
週5日以上 週3・4日 週1・2日 月1・2日 合 計 
青 年 
男 性 44 (40.0) 24 (21.8) 37 (33.6) 51( 4.5) 110  (61.1) 
女 性 51(14.7) 71(20.6) 20 (58.8) 21( 5.9) 34 1(18.9) 
中 高 年 
男 性 01( 0.0) 11(10.0) 21(20.0) 71(70.0) 10 1( 5.6) 
女 性 11( 3.8) 91(34.6) 13 (50.0) 31(11.5) 26 1(14.4) 
合 計 50 (27.8) 41 (22.8) 72 (40.0) 171( 9.4) 180 (100.0)
人 ( % ) 
 青年男性は平均年齢が 19.7±1.5 歳、用紙回収枚数は
212 枚、内有効回答枚数は 184 枚（有効回答率 86.8％）
であった。青年女性は平均年齢が 19.1±1.6 歳、用紙回
収枚数は 112 枚、内有効回答枚数は 93 枚（有効回答率
83.0％）であった。 
 中高年男性は平均年齢 52.5±8.7 歳、用紙回収枚数は


























加算する為に、順位 1 位回答には 3 点、2 位回答には 2
















と、青年男性は 184 人中で 110 人(59.8%)、青年女性は
93 人中で 34 人(36.6%)、中高年男性は 35 人中で 10 人







「週 3・4 日」の者が 41 人(22.8%)、「週 1・2 日」の者が
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表 4. 運動・スポーツ志向別の人数(比率) 
運動・スポーツ志向 
競 技 愛 好 
青 年 
男 性 64 (58.2) 46 (41.8)
女 性 13 (38.2) 21 (61.8)
中 高 年 
男 性  21(20.0)  81(80.0)
女 性  31(11.5) 23 (88.5)
合 計 82 (45.6) 98 (54.4)





表 4 は習慣的に実施していた 180 人を対象として運 
 
動・スポーツ志向別の人数（比率）を示した。「競技志向」 














表 5. 運動・スポーツに期待する身体面への効果 
 
青 年 中 高 年 














314 (28.4) -0.13* 160 (28.7) -0.22* 54 (15.7) -0.88* 87 (29.0) -0.28*
① ① ① ① 
肉体的ストレスの解消 
188 (17.0) -1.00* 74  (13.3) -2.22* 30 (14.3) -0.81* 61 (20.3) -2.06*
② ③ ③ ② 
病気・風邪の予防 
170 (15.4) -0.83* 75  (13.4) -1.03* 34 (16.2) -0.61* 42 (14.0) -0.41*
③ ② ② ③ 
体重が減る 
76   (6.9) -2.70* 71  (12.7) -4.18* 24 (11.4) -1.62* 13  (4.3) -2.77*
⑤ ④ ④ ⑦ 
体が楽になる 
55   (5.0) -3.67* 36   (6.5) -0.54* 18  (8.6) -0.97* 42 (14.0) -5.17*
⑧ ⑥ ⑥ ③ 
息切れをしなくなる 
68   (6.2) -1.32* 26   (4.7) -1.04* 20  (9.5) -2.67* 6   (2.0) -2.88*
⑥ ⑧ ⑤ ⑨ 
スタイルの良い身体になる 
58   (5.3) -0.56* 47   (8.4) -3.48* 1   (0.5) -3.37* 14  (4.7) -0.70*
⑦ ⑤ ⑪ ⑥ 
長時間の肉体労働に耐えられる
ようになる 
77   (7.0) -3.11* 31   (5.6) -0.09* 0   (0.0) -3.67* 11  (3.7) -1.49*
④ ⑦ ⑫ ⑧ 
日頃疲労感を感じなくなる 
44   (4.0) -1.20* 25   (4.5) -0.04* 11  (5.2) -0.53* 18  (6.0) -1.34*
⑨ ⑨ ⑦ ⑤ 
重いものが持てるようになる 
30   (2.7) -3.50* 4    (0.7) -2.16* 2   (1.0) -0.93* 2   (0.7) -1.54*
⑩ ⑪ ⑩ ⑪ 
便通が良くなる 
12   (1.1) -1.52* 8    (1.4) -0.09* 9   (4.3) -3.56* 3   (1.0) -0.73*
⑪ ⑩ ⑧ ⑩ 
胃腸の調子が良くなる 
12   (1.1) -0.58* 1    (0.2) -2.21* 7   (3.3) -3.69* 1   (0.3) -1.21*
⑪ ⑫ ⑨ ⑫ 













で 1 位、青年女性 160 ポイント（28.7％）で 1 位、中高
年男性 54 ポイント（15.7％）で 1 位および中高年女性




ント（17.0％）で 2 位、青年女性 74 ポイント（13.3％）
で 3 位、中高年男性 30 ポイント（14.3％）で 3 位および
中高年女性 61 ポイント（20.3％）で 2 位であった。「病
気・風邪の予防」は青年男性 170 ポイント（15.4％）で
3 位、青年女性 75 ポイント（13.4％）で 2 位、中高年男




















表 6. 運動・スポーツに期待する精神面への効果 
 
青 年 中 高 年 














179 (16.2） -3.12* 109 (19.5) -0.53* 43 (20.5) -0.66* 77 (25.7) -3.29*
② ② ② ② 
精神的ストレスの解消 
129 (11.7) -7.15* 113 (20.3) -2.06* 54 (25.7) -3.34* 82 (27.3) -4.89*
⑤ ① ① ① 
集中力がつく 
191 (17.3) -2.91* 69  (12.4) -2.09* 32 (15.2) -0.06* 36 (12.0) -1.62*
① ④ ③ ③ 
達成感が得られる 
127 (11.5) -0.27* 71  (12.7) -1.21* 21 (10.0) -0.64* 27  (9.0) -1.37*
⑥ ③ ⑤ ⑤ 
目標・目的が持てる 
141 (12.8) -2.68* 40   (7.2) -3.36* 26 (12.4) -0.67* 32 (10.7) -0.20*
③ ⑥ ④ ④ 
気持ちが強くなる 
137 (12.4) -3.27* 66  (11.8) -1.36* 8   (3.8) -3.26* 13  (4.3) -3.67*
④ ⑤ ⑥ ⑦ 
長時間の精神労働に耐え
られるようになる 
70   (6.3) -4.43* 15   (2.7) -2.31* 7   (3.3) -0.81* 4  (1.3) -2.80*
⑦ ⑩ ⑦ ⑩ 
自信がつく 
50   (4.5) -0.92* 19   (3.4) -1.02* 7   (3.3) -0.62* 14  (4.7) -0.49*
⑧ ⑨ ⑦ ⑥ 
積極的になる 
36   (3.3) -0.50* 26   (4.7) -1.81* 6   (2.9) -0.50* 7   (2.3) -1.14*
⑨ ⑦ ⑨ ⑧ 
判断力が向上する 
30   (2.7) -0.14* 20   (3.6) -1.55* 2   (1.0) -1.62* 6   (2.0) -0.78*
⑩ ⑧ ⑪ ⑨ 
孤独に思わなくなる 
14   (1.3) -0.46* 10   (1.8) -0.96* 4   (1.9) -0.68* 2   (0.7) -1.14*
⑪ ⑪ ⑩ ⑪ 








なる」の 2 項目、中高年男性は「息切れをしなくなる」、 
「便通が良くなる」および「胃腸の調子が良くなる」の
3 項目、中高年女性は「肉体的ストレスの解消」、「身体





















で 2 位、青年女性 109 ポイント（19.5％）で 2 位、中高






（20.3％）で 1 位、中高年男性 54 ポイント（25.7％）で
1 位および中高年女性 82 ポイント（27.3％）で 1 位であ
った。「集中力がつく」は青年男性 191 ポイント（17.3％）
で 1 位、中高年男性 32 ポイント（15.2％）で 3 位および
中高年女性 36 ポイント（12.0％）で 3 位であった。「達
成感が得られる」は青年女性 71 ポイント（12.5%）で 3
位であった。「目標・目的が持てる」においては青年男性
















































で 1 位、中高年男性 74 ポイント（35.2％）で 1 位および




る」は青年男性 199 ポイント（18.0％）で 2 位、青年女






表 7. 運動・スポーツに期待する生活面への効果 
 
青 年 中 高 年 














280 (25.4) -2.02* 153 (27.4) -0.10* 74 (35.2) -2.73* 85 (28.3) -0.45*
① ① ① ① 
食事がおいしくなる 
161 (14.6) -3.31* 111 (19.9) -1.94* 48 (22.9) -2.28* 54 (18.0) -0.39*
④ ② ② ② 
友達ができる 
199 (18.0) -2.09* 80  (14.3) -1.52* 27 (12.9) -1.46* 50 (16.7) -0.14*
② ③ ③ ③ 
社交性・協調性がつく 
164 (14.9) -3.55* 66  (11.8) -0.46* 12  (5.7) -3.09* 27  (9.0) -1.92*
③ ⑤ ⑥ ⑥ 
眠れるようになる 
126 (11.4) -0.98* 52   (9.3) -1.29* 20  (9.5) -0.61* 36 (12.0) -0.74*
⑤ ⑥ ⑤ ④ 
生活が明るく楽しくなる
95  (8.6) -2.73* 79  (14.2) -3.42* 21 (10.0) -0.18* 30 (10.0) -0.22*
⑥ ④ ④ ⑤ 
外出するようになる 
79  (7.2) -3.17* 17   (3.0) -3.06* 8   (3.8) -1.20* 18  (6.0) -0.31*
⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 





なる」は青年女性 111 ポイント（19.9％）で 2 位、中高
年男性 48 ポイント（22.9％）で 2 位および中高年女性
54 ポイント（18.0％）で 2 位であった。「社交性・協調











































259 ポイント（23.5％）で 1 位、青年女性 106 ポイント
（19.0％）で 3 位、中高年男性 49 ポイント（23.3％）で
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表 8. 運動・スポーツを習慣的に継続するための条件 
  
青 年 中 高 年 















259 (23.5) -2.10* 106 (19.0) -1.76* 49 (23.3) -0.63* 56 (18.7) -1.35*
① ③ ① ② 
時間や経済的にゆとりが
ある 
175 (15.9) -3.82* 133 (23.8) -3.37* 49 (23.3) -1.68* 56 (18.7) -0.17*
② ① ① ② 
手軽に楽しめるスポーツ
の普及 
150 (13.6) -4.08* 110 (19.7) -2.13* 41 (19.5) -1.11* 64 (21.3) -2.26*
③ ② ③ ① 
初心者向けのスポーツク
ラブがある 
114 (10.3) -1.82* 81  (14.5) -2.54* 12  (5.7) -2.79* 44 (14.7) -1.82*
④ ④ ⑤ ④ 
気持ちよくさわやかであ
る 
80  (7.2) -1.79* 53   (9.5) -1.20* 24 (11.4) -1.74* 23  (7.7) -0.42*
⑥ ⑤ ④ ⑤ 
体育施設の内容が充実し
ている 
87  (7.9) -4.55* 17   (3.0) -3.10* 6   (2.9) -1.85* 13  (4.3) -1.07*
⑤ ⑥ ⑦ ⑦ 
大きな施設がある 
58  (5.3) -3.81* 10   (1.8) -2.80* 4   (1.9) -1.47* 9   (3.0) -0.72*
⑦ ⑧ ⑨ ⑧ 
家庭の理解と協力がある
22  (2.0) -2.56* 10   (1.8) -1.81* 8   (3.8) -0.83* 23  (7.7) -5.30*
⑪ ⑧ ⑥ ⑤ 
選手向けのスポーツクラ
ブがある 
43  (3.9) -3.77* 14   (2.5) -0.20* 0   (0.0) -2.50* 0   (0.0) -3.06*
⑧ ⑦ ⑬ ⑬ 
運動とスポーツに関する
知識がある 
41  (3.7) -4.09* 1    (0.2) -3.97* 4   (1.9) -0.49* 6   (2.0) -0.48*
⑨ ⑬ ⑨ ⑨ 
高度な技術を教える指導
者がいる 
38  (3.4) -3.42* 8    (0.9) -1.65* 4   (1.9) -0.45* 1   (0.3) -2.48*
⑩ ⑪ ⑨ ⑪ 
試合や競技会を目指すス
ポーツの普及 
22  (2.0) -0.88* 10   (1.8) -0.09* 5   (2.4) -0.73* 1   (0.3) -2.02*
⑪ ⑧ ⑧ ⑪ 
地域の運動会や競技会を
開催している 
15  (1.4) -0.29* 5   (0.9) -0.95* 4   (1.9) -0.83* 4   (1.3) -0.07*
⑬ ⑫ ⑨ ⑩ 




イント（15.9％）で 2 位、青年女性 133 ポイント（23.8％）
で 1 位、中高年男性 49 ポイント（23.3％）で 1 位、中高
年女性 56 ポイント（18.7％）の 2 位であった。「手軽に
楽しめるスポーツの普及」は青年男性 150 ポイント
（13.6%）3 位、青年女性 110 ポイント（19.7％）で 2 位、
中高年男性 41 ポイント（19.5％）で 3 位および中高年女
















朝日新聞 16)は「文部科学省の 2008 年の調査では学校
を除く公共スポーツ施設は全国に 5 万 3732 施設ある。学
校は 07 年時点で運動場を持つ全国の小中学校（3 万 5205






























































ント（15.3％）で 3 位、青年女性 123 ポイント（22.0％）
で 1 位、中高年男性 60 ポイント（28.6％）で 1 位および





で 2 位、中高年男性 47 ポイント（22.4％）で 2 位および
中高年女性 65 ポイント（21.7％）で 1 位であった。「学
生時代の延長として」は青年男性 252 ポイント（22.8%）
で 1 位、青年女性 83 ポイント（14.9％）で 3 位であった。
「良い仲間が出来ると思う」は中高年男性 37 ポイント
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表 9. 運動・スポーツの習慣化への動機 
 
青 年 中 高 年 














169 (15.3) -4.37* 123 (22.0) -2.18* 60 (28.6) -3.76* 59 (19.7) -0.35*
③ ① ① ③ 
運動不足にならないと思う
170 (15.4) -3.90* 122 (21.9) -2.30* 47 (22.4) -1.48* 65 (21.7) -1.47*
② ② ② ① 
学生時代の延長として 
252 (22.8) -7.63* 83  (14.9) -1.41* 18  (8.6) -3.36* 12  (4.0) -6.39*
① ③ ④ ⑧ 
良い仲間が出来ると思う 
120 (10.9) -3.87* 77  (13.8) -0.10* 37 (17.6) -1.75* 63 (21.0) -3.98*
④ ④ ③ ② 
生活にメリハリがついて能
率的になると思う 
105  (9.5) -0.12* 46   (8.2) -1.12* 9   (4.3) -2.69* 45 (15.0) -3.55*
⑥ ⑤ ⑦ ④ 
運動しないとストレスが溜
まると思う 
109  (9.9) -3.25* 35   (6.3) -1.76 11  (5.2) -1.56* 19 (19.7) -1.15*
⑤ ⑥ ⑥ ⑤ 
日常生活の疲労回復に役立
つと思う 
45   (4.1) -0.59 20   (3.6) -1.00 12  (5.7) -1.04* 17  (5.7) -1.23*
⑧ ⑧ ⑤ ⑥ 
他人に勧められて 
41   (3.7) -0.71 24   (4.3) 0.41 8   (3.8) -0.15* 14  (4.7) -0.63*
⑨ ⑦ ⑧ ⑦ 
友達との勝負が楽しいと思
う 
53   (4.8) -2.42* 20   (3.6) -0.34 7   (3.3) -0.39* 3   (1.0) -2.75*
⑦ ⑧ ⑨ ⑨ 
大会に出場できる 
40   (3.6) -3.81* 8   (1.4) -1.72 1   (0.5) -1.91* 3   (1.0) -1.70*
⑩ ⑩ ⑩ ⑨ 



























男性 354 ポイント（32.1％）で 1 位、青年女性 199 ポイ
ント（35.7％）で 1 位、中高年男性 63 ポイント（30.0％）




（18.7％）で 2 位、青年女性 100 ポイント（17.9％）で
2 位、中高年女性 51 ポイント（17.0％）で 2 位であった。
「面倒である」は青年男性 116 ポイント（10.5％）で 3
位、中高年男性 34 ポイント（16.2％）で 2 位であった。
「仕事が忙しい」は中高年男性 34 ポイント（16.2%）で
2 位、中高年女性 35 ポイント（11.7%）で 3 位であった。






表 10. 運動・スポーツを習慣化・継続化できない要因 
 
青 年 中 高 年 














354 (32.1) -0.21* 199 (35.7) -1.99* 63 (30.0) -0.74* 85 (28.3) -1.57*
① ① ① ① 
一人ではやりにくい 
206 (18.7) -1.69* 100 (17.9) -0.44* 19  (9.0) -3.33* 51 (17.0) -0.15*
② ② ⑤ ② 
面倒である 
116 (10.5) -0.20* 53  (9.5) -1.01* 34 (16.2) -2.75* 28  (9.3) -0.79*
③ ④ ② ④ 
仕事が忙しい 
91  (8.2) -1.94* 45  (8.1) -1.29* 34 (16.2) -3.52* 35 (11.7) -1.42*
⑤ ⑤ ② ③ 
適当な運動施設が無い 
89  (8.1) -0.85* 57 (10.2) -1.62* 14  (6.7) -1.03* 26  (8.7) -0.07*
⑥ ③ ⑥ ⑤ 
興味がわかない 
101 (9.1) -1.82* 35  (6.3) -1.84* 24 (11.4) -1.86* 16  (5.3) -1.89*
④ ⑥ ④ ⑦ 
仲間が集まらずつまらない
49  (4.4) -0.26* 33  (5.9) -2.14* 4   (1.9) -1.82* 8   (2.7) -1.52*
⑦ ⑦ ⑨ ⑩ 
良い指導者がいない 
43  (3.9) -2.08* 8   (1.4) -2.67* 2   (1.0) -1.91* 15  (5.0) -2.00*
⑧ ⑩ ⑩ ⑧ 
健康状態が良くない 
26  (2.4) -1.18* 16  (2.9) -0.18* 9   (4.3) -1.42* 9   (3.0) -0.27*
⑨ ⑧ ⑦ ⑨ 
運動に必要性を感じない 
23  (2.1) -0.04* 11  (2.0) -0.19* 5   (2.4) -0.33* 6   (2.0) -0.09*
⑩ ⑨ ⑧ ⑪ 
家庭の理解と協力がない 
6   (0.5) -3.40* 1   (0.2) -2.82* 2   (1.0) -0.56* 21  (7.0) -8.98*
⑪ ⑪ ⑩ ⑥ 





















































































分析は 18 歳から 69 歳の対象者に実施したアンケート
調査から有効回答を得た男女 362 人（青年男性 184 人、































































































































（受理 平成 27 年 3 月 19 日） 
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